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１．はじめに 

 近年，鋼橋の省力化として，プレキャスト PC床版を用いた少数主桁橋梁が数多く採用されている．床版に

軽量コンクリートを使用すれば，上部構造の更なる軽量化が図られ，主桁や下部工への負担を軽減できるだけ

でなく，プレキャスト床版の運搬・架設の省力化につながる．軽量骨材を用いたコンクリートは一般にせん断

耐力が低下するが，対策として短繊維で補強する方法が考えられる．本文は，近年開発された低吸水タイプの

人工軽量骨材を使用したプレキャスト PC床版（以下，軽量床版）において，輪荷重走行試験を実施し，既往

のプレキャスト PC床版および現場打ち PC床版と比較し疲労耐久性の検討を行うとともに，繊維補強材の補

強効果について確認を行なったので報告する． 

２．試験体 

 試験体は，図－１に示すように，軽量床版を橋軸方

向にならべ，その継目部は一般的に採用されている

RC ループ継手とした．軽量床版に使用したコンクリ

ートは，繊維補強材を混入しない配合と，ポリプロピ

レン繊維を 1.0vol%混入した配合とした．それぞれの

配合を表－１に示す． 

３．試験方法 

 試験は，輪荷重により移動載荷疲労試験機を使用し

て行なった。載荷荷重は 1軸 2輪で，図－１に示すよ

うな載荷中心位置から前後 1.5m の範囲

内を往復移動載荷し，表－２のように，

順次載荷荷重を増加させた． 

４．試験結果 

軽量床版の疲労耐久性を検討するため

に，ほぼ同一の試験条件で行なった，普

通コンクリートの現場打ちの PC床版（以

下，場所打ち床版）と，普通コンクリートのプレ

キャスト PC 床版（以下，PCa 床版）の既往の試

験結果 1)を比較した． 

（１）床版たわみ                         

 各載荷ステップでの活荷重によって発生するたわみを図－２に示す。軽量床版のたわみは，場所打ち床版お

よび PCa 床版に比べ，約 1.5 倍程度大きい．これは，軽量コンクリートの静弾性係数が普通コンクリートに

比べ小さいためと考えられる．また，繊維の混入による効果は見られなかった．しかし，支間 6mに対しステ

ップ 3においても 4.5mm程度のたわみであり，また，床版たわみの経時変化により残留たわみは徐々に増加

するものの，図－２に示す活荷重たわみにはほとんど増加傾向が認めらなかったことから，十分耐久性は確保

されていると考えられる． 
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表－２ 載荷荷重 

ｽﾃｯﾌﾟ 載荷荷重（軸重） 載荷回数

1 196kN（道路橋示方書のＴ荷重）  4万往復
2 294kN（過積載車両の再現） 30万往復
3 392kN（設計曲げモーメント相当） 10万往復

表－１ 軽量コンクリートの配合 

単位量(kg/m3) タイプ W/C s/a 
W C S G AE減水剤

繊維無し 38.0 45.2 145 382 803 440 2.87 
繊維有り 38.0 52.3 163 429 870 359 2.57 

図－１ 軽量床版試験体 
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（２）鉄筋ひずみ 

床版の載荷点直下の下側鉄筋の活荷重により生じる

ひずみを図－３に示す． 

軽量床版（繊維無し）の活荷重鉄筋ひずみは，場所

打ち床版，PCa 床版に比べ，橋軸，橋軸直角方向とも

に大きめの傾向にある．しかし，現場打ち床版の橋軸

直角方向と比較すれば大差はなく，また，ステップ 3

の載荷状態に対しても，鉄筋ひずみは最大で約 240μ

と小さな値であり，鉄筋の許容応力度（換算ひずみ 667

μ）に比べてかなり余裕のある結果が得られた． 

繊維補強材を混入した軽量床版は，橋軸，橋軸直

角方向ともに PCa床版と同程度のひずみを示し，繊

維を混入しない床版より小さい値となった． 

（３）ひび割れ発生状況 

ひび割れの例として，繊維の混入していない軽量

床版の，試験終了後の床版下面のひび割れ状況を図

－４に示す． 

軽量床版のひび割れ量は，PCa 床版と比較すると

かなり多いが，場所打ち床版と比較すると同程度で

あった．また，軽量床版のひび割れ幅は、PCa 床版

の 0.03mm～0.08mm に対して、0.04mm～0.07mm と

ほぼ同等であり，どの床版においても管理上問題と

されていない 0.2mm以下の微少ひび割れであり，十

分な疲労耐久性能を有していると推測される． 

５．おわりに 

 本試験で実施した人工軽量骨材を使用したプレキャスト PC床版の輪荷重走行試験から，床版たわみ，鉄筋

ひずみ，ひび割れ発生状況およびひび割れ幅等のデータを得ることができた．結果として，今回の実験におい

ては，繊維補強しない軽量床版でも十分な疲労耐久性能を有していること，繊維補強材により鉄筋ひずみが小

さくなることなどが確認された．今後，実橋への適用に向けて，さらに検討を進めていく予定である． 
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図－４ 軽量床版下面（繊維無し）のひび割れ状況
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図－２ 床版たわみの経時変化 
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(a) 橋軸鉄筋ひずみ 
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(b)橋軸直角鉄筋ひずみ 

図－３ 鉄筋ひずみの経時変化 
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